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第Ⅳ章 前畑第 2遺跡

第 1節 調査の概要

調査は、平成 2年 8月 1日 から同年12月 11日 まで行われた。調査地の旧地目はA区・B

区 。C区 ,D区の一部が畑で、D区の残りの部分が山林であった。調査区の位置する台地

は南九州特有のシラス台地である。このため、調査期間中に3回の台風に見回れたためC

区の南西部分が多量の地下水のために陥没、流失してしまった。

調査は県営ほ場整備事業にともない行われたもので、ほ場整備事業の工事に合わせて削

平されるところに調査区を設定した。その結果、A・ BoC・ Dの 4区が設定された。こ

のうちA区だけが外の 3区と約100メ ートル離れている。調査の結果いずれの調査区も縄

文時代早期の遺構、遣物が検出された。また、D区においては、中世の溝が 3条検出され、

遺跡が中世においては山城として使用された可能性を示している。遺構は、A区では、集

石遺構 3基、B区では集石遺構 1基、土坑 7基、C区では集石遺構 3基、土坑 8基、D地

区では集石遺構 5基、土坑 2基、中世の溝 3条が検出された。

遺物は縄文時代早期のものが中心で円筒土器や押型文土器、石鏃、石皿などが出上して

Vヽ る。

上層について

前畑第 2遺跡の上層図は第21図に示したとおりである。基盤となる層は宮崎層群の岩盤

であるが、その上に始良カルデラから噴出したシラスが谷を埋める形で厚く堆積している。

その上に遺物包含層の褐色ローム層があり、その上にアカホヤがのる。アカホヤの上は、

柔らかな黒色上がのるが、ほとんどの箇所で耕作のために削平されている。地表面には現

在の耕作上がどこの調査区にも見られた。

岩盤の上にあるシラスのため、遺跡周辺ではシラスの中を地下水が流れており、地元の

方が「水穴」と呼ぶ地下水の通路が地下に出来やすく、大雨が降ると一度に大量の地下水

が「水穴」に流れ込んで穴を広げ、地面が陥没する事故がしばしば起こるそうである。ま

た、大雨の直後ではなくても「水穴」に重機が落ち込む事故も起きている。このようにシ

ラスと大雨による遺物の撹乱が本遺跡には見られるようである。

―-49-―
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IaIb

Ⅲ     4~
前畑第2遺跡A・ B・ C区土層注記
I層・暗褐色軟質土 :Hue10Y R 3/3
現在の耕作上であり、粘性の少ない軟らかな層である。

下部にアカホヤの細かなプロックをやや少量含む。

Ia層・黒褐色軟質土 :H礎10Y R 2/2
現在の耕作上ではないが、この畑を造るときに削平され、

のせられた層である。
I層 よりもややしまっているが歌らかく、全体に疎らに

アカホヤの細かなプロックを含む。アカホヤプロックは

アカホヤとI層・ I襲力渡 しているところにしか含まれな

い、やや粒子が粗くザラザラした手触りのものである。

Ib層・赤黒色軟質土 :H■e2.5Y Rl.7/1
旧耕作上であると考えられる。Ib層南端に立ち上がりが

見られることから現在の畑になる以前はアカホヤを少量削つ

198,800税
 f漕守甥奪會客最:ことt岳 ;:亀 94:ン 6

通常二次アカと呼ばれる二次寝債したアカホヤ層である。

粘性は少なく軟らかい。
Ⅱ謳 ・黄褐色粘質土 :Hue10Y R 5/8
基本的にはⅡ層のしまったものにⅢ層の小さなプロック

を疎らに含む。硬さはやや硬く、粘性が強い。色調はI層

よりもやや暗い。
Ⅱb層・責褐色粘質土 :H■e10YR5/4
Ⅱ層の中にⅢ層下部のパミスを全体的に含み、Ⅳ層の小

さなプロック (3～ 5 all)を 少長含む。Ⅱ層よりもしまっ

ているが、Ⅱa層 よりは軟らかい。
Ic層 ・褐色粘質土 :HIe10Y R 4/4
1b層 と基本的には同じであるが、Ⅱb層 よりもⅣ層のプ

…… 198,400第

198,400″
|

199,800η

ロックを多く含む。
Ⅲ層・責燈色軟質土 :H■e10YR7/8
アカホヤ層である。プライマリーな状態で固く締まって

堆積している。下部に直径2～ 3 mmのパミスを多く含む。
Ⅲ劇唇・黒褐色軟質土 :Hue10Y R 3/2

Ⅱ層よりも暗く軟らかい。粘性も少ない。作物による根

穴に入っている。
Ⅲb層・黄褐色軟質土 :Hue10Y R 5/6
Ⅲa層 よりも明るくアカホヤ層に含まれる。直径1～ 2 mm

程度のパミスを全体に多く含む。下部にいくにしたがつて

硬くなる。やや粘性を帯びている。土羨の埋土と同一であ
る。
Ⅲc層・褐色硬質土 :Hue10Y R 4/4
Ⅲ層の粒子を多く含むため色は明るくⅣ層よりも軟らか

い。Ⅲ層底部のパミスを少量含む。
Ⅲd層・黄褐色軟質土 :Hue10Y R 5/4
Ⅱ層にⅣ層の細かなプロック (1～ 2 HEn)を 少量とⅢ層

のプロックを多貴に含んでいる。
Ⅳ層・黒色硬質土 :Hue10Y R l.7/1
カシワバン相当層である。上部にⅢ層の底部に多く入る

パミスを多く含む。下部にいくにしたがつて色調が明るく
なり、やや軟らかくなる。
Ⅳa層・暗褐色硬質土 :Hue10Y R 3/3
Ⅳ層下部と色も硬さも粘性もほとんど同じであるが、Ⅲ

層低部のパミスを全体的に含んでいる。
V層・暗褐色歌質土 :Hue10Y R 3/3～ Hue10Y R 3/
4

色はカシワバンよりも明るくやや軟らかくなるが、V
層同様 1～ 211mのパミスを全体に含む。色調は上部がやや

黒く、下部は明るくなるが所々雲状に暗色部がある。
Ⅵ層 。褐色軟質土 :暗色部Hue10Y R 4/4 明色部Huel
OYR5/6
歌らかくやや粘性が強い。V層 同様に暗色部と明色部が

あり、下部にいくにしたがつて明色部が多くなつている。
V層 よりも軟らかいが、パミスは含まない。この層の上部
とV層の下部が遺物包含層である。
下部に小林軽石を含むロームのプロックをやや多く含む。

Ⅵa層・黄掲色軟質土 :Hue10Y R 5/6
基本的にはⅥ層であるが、雲状の暗色部がなくⅢ層のパ

ミスとⅣ層のプロックを少量含む。
Ⅵb層・黄褐色軟質土 :Hue10Y R 5/4
Ⅵa層 よりも色調は暗く、Ⅲ層のパミスとⅣ層のプロック

を含まない。
Ⅶ層・黄褐色軟質土 :H■e10YR5/6
いわゆるシラスである。水による作用により責褐色に変

色したものと考えられる。下部になるにしたがつて色調が

明るくなる。

区

A区

B区 西壁

B区 】ヒ壁

Ⅳ a    ・ i

第21図 前畑第 3遺跡

…       IVa

Att Btt C区 土層断面実測図
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第22図  A区遺構分布図

第 2節 検出遺構

前畑第 2遺跡では、集石遺構12基、土坑16基、溝 3条が確認されている。これらの内集

石遺構と土坑は縄文時代早期のものと考えられる。溝はその形態と埋土から中世のものと

考えられる。

①集石遺構

A区で3基、B区で 1基、C区で3基、D区で5基検出されている。D区からの検出が

多いがどの調査区からも検出される、縄文時代早期の遺跡においては普遍的な遺構である。

遺構はその形態からいくつかのタイプに分けられる。

I一石が疎らで堀込みを持たないもの (SI-01・ 10)

Ⅱa一石が密集していて堀込みを持つ大型のもの (SI-08)

Ⅱb一石が密集していて堀込みを持つ小型のもの (SI-02・ 03,05・ 06・ 07・ 10。 ■・

―-53-―
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第23図  B区遺構分布図

12)

SI-05・ 06・ 07・ 10は元々はもっと石が密集していたが、後世の撹乱等によって石が失

われ現在のような状況になったものと考えられる。SI-08の大型の集石遺構内からはシ

ラスの固まった軟らかい凝灰岩を偏平な円盤状に加工したものが出土した。これは良く焼

けておリボロボロと崩れ易い。用途は不明である。

②土残

B区で7基、C区で8基、D区で2基検出されている。いずれも縄文時代早期の遺構と

考えられる。これらは形態からいくつかのタイプに分けられる。

I―平面形が精円形で断面形が長方形のもの。(SC-13・ 14・ 22・ 25)
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,           第25図  D区遺構分布図

■‐平面形がほぼ長方形で断面形が長方形のもの。(SC-14。 15・ 17～ 19・ 21・ 23・ 27・

28)

Ⅲ一平面形が楕円形で床面中央部付近にさらに堀込みを持つもの。(SC-20。 26)

Ⅳ―平面形が楕円形で床面中央部付近にさらに堀込みを持ち、それが非常に深いもの。

(SC-24)

土坑の用途は不明である。埋土も遺物包含層の上が入っていただけで分層できなかった。

上坑内からの遺物の出土もほとんど無く、SC-14の上坑から縄文時代早期の上器片が 1

点出土しただけである。この土坑の中でⅢ類とⅣ類は特徴的で特にⅣ類のSC-24は外の

ものよりもはるかに深く、違った印象を与える。

―-56-―
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第26図 A区遺構実測図 (SI-01～ 03)

③溝

谷部に向け舌状に延びるD区を切断するように3条の溝が検出された。北からSD-29・

30と した。SD-29は単独で、30と 31は 2本並んで検出された。29は掘り方は矢研掘りで

遺構検出面から床面までの深さは深いところで50cIIl程度である。埋土中には中位に桜島文

明軽石と思われるパミスを含んでいる。このパミスは文献などから噴出年代が1471年～14

76年 とはっきりしているので、この溝はそれ以前に掘られたものと考えられる。30と 31は

2本並んでおり、掘り方は29同様に矢研掘りで、深いところでは l m70cIIlを 測る。30と 31

の間隔は約 l m50cl■～ 2m40cIII程 度である。2本とも同じように曲がって掘られている。

両方とも桜島文明軽石を埋土中に持ち土層断面図からも前後関係が見られないことから、

―-57-―
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第28図  D区遺構実測図 (SI-09～ 12)

この 2本は同時に掘られた可能性も考えられる。これらの溝の中から出上した遺物は無く

第49図 77・ 78の 2点だけがこの溝の時期の遺物と考えられる。

この溝の機能であるが、舌状台地を切断していることから中世の山叛の堀切ではないか

と考えられる。しかし、それに伴う柱穴等は全く見つかっていないことから、詳細は不明

である。
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第 3節 出土遺物

褐色ローム層から縄文時代早期の上器、石器が出上した。その遺物包含層からは、数種

類の型式の土器が出上しており、その前後関係を層位的に捉えることはできなかった。

出土した土器は器面に施された文様によって大きく3種類に分けることができる。

I類 条痕文土器

Ia一口唇部が丸く丁寧になでられており、器壁には横位・斜位の条痕文が一面に施さ

れているが、底部近くになると文様が段々とまばらになる。内面は丁寧ななでが

施されている。

Ib―器型は胴部がほとんどふくらまない円筒型で口唇部に刻みを持ち、口縁部上端部

にヘラ状施文具で、 1列ないしは2列の連続刺突文を施す。胴部には横位の粗い

条痕文を施す。

Ic―円筒型の胴部に櫛歯状もしくはヘラ状の工具で綾杉文を施す。綾杉文と綾杉文と

の間に刺突文が 2列入るものもある。器壁は比較的薄く、焼成が良好である。

Id―円筒型の胴部にヘラ状の工具で羽状文を施す。器壁はIc類に比べて厚 く、焼成

も劣る。

Ⅱ類 押型文土器

Ⅱa―外面に精円押型文を施し、口縁部内面に同じく精円押型文を施文し、口唇部に原

体条痕を持つ。

Ⅱb―外面に精円押型文を施し、口唇部内面は無文のもの。

Ⅱc―外面に山形押型文を持つもの。

Ⅲ類 撚糸文土器

Ⅲa―器型は不明であるが、胴部に変形撚糸文を施すもの。

Ⅲb―器型は不明であるが、胴部に突体を有し、刺突文と撚糸文を施す。

Ⅲc一 口縁部がくの字状を呈し、胴部は張りの無い円筒形のもの。文様は沈線文と撚糸

文によつて創られているもの。

Ⅲd―器型は不明であるが、胴部に斜め方向の撚糸文を施すもの。

第 図1～ 4は Ic類に属する、口唇部が丸く丁寧になでられた、胴部に横位・斜位に

条痕文を有する土器片である。器壁は厚く、焼成は良好である。口唇部から内面にかけて

きわめて丁寧になでられており、ツルツルとした手触りである。 5は Ⅲcに属するいわゆ

る塞ノ神式上器と呼ばれるものである。器壁は薄手で沈線で区切られた中に撚糸文を施す。

焼成は良好である。 6はⅢbに属する平格式土器片である。口縁部がくの字状を呈し頚部

―-65-―
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前畑遺跡 D地区 1・ 2・ 3号溝土層注記
I層・暗褐色駄質土 :Hue10Y R 3/4
現在の耕作上である。粘性は少なくアカホヤ粒を少量含む。

Ia層・褐色軟質土 :Hue10Y R 4/6
二次堆積のアカホヤと耕作土の混 じったもの。畑の上手の

表土。
Ib層 ・黒色軟質土 :Hue10R l.7/1
1a層 と質は同じであるが色が黒い。

Ⅱ層・明黄褐色歌質土 :Hue10Y R 6/8
通称二次アカと呼ばれている、歌質で粘性の少 ない層であ

る。
Ⅱa層・褐色軟質土 :Hte10Y R 4/4
質としては I層・ Ⅱc層 と同 じであるが、Ⅱ層 よりも暗 く、

Ic層 よりも明るい。 Ic層 よりもアカホヤのブロックを多 く
含む。
Ib層 ・暗褐色軟質土 :Hue10Y R 3/4
二次堆積のアカホヤを主体 とし軟 らかい。純粋 なアカホヤ

層のプロックを少量含む。
Ic層 ・掲色歌質土 :Hue10Y R 4/4

Ⅱ層 と質的には同一であるが色調がやや暗い。
Id層 ・明黄褐色歌質土 :Hue10Y R 6/8
二次堆積のアカホヤ層を主体 とする。色は明責褐色が強い。

■e層・黒掲色軟質土 :Huo10Y R 3/2
二次堆積のアカホヤを主体 とするが、所々に炭化泣 を疎 ら

に含む。婁状に淡色部が入る。
Ⅱf層・明責褐色軟質土 :Hu。10Y R 6/8
二次堆積のアカホヤを主体 とし、純粋なアカホヤ層のプロッ

クを多 く含む。
Ig層 ・黄褐色軟質土 :Hue10Y R 5/8
二次堆積のアカホヤを主体 とし、純粋なアカホヤ層のプロッ

ク・カシワバ ンブロックを多 く含む。色はアカホヤ本来の色
に近 く明るい。軟らか く粘性は少ない

Ih層 ・褐色軟質土 :Hue10Y R 4/6
Ⅱg層 よりも色は暗 く、やや しまっている。Ⅱg層 同様 アカ

ホヤとカシヮバンのプロックを含んでいるが少量でプロック
カ彰小さVヽ。
Ⅱi層 ・明責褐色駄質土 :H■e10YR 6/8
二次推積のアカホヤを主体 としているが、 Ⅱ層 よりかな り

しまっている。
皿層・赤黒色軟質土 !Hue10R l,7/1
漆黒色上の中に桜島文明軽石 を少量含む (下部 にい くに し

たがって多 くなる。)やや粘性が強い。
Ⅳ層・黄褐色軟質土 :Huo10Y R 5/4
桜島文明軽石を主とし、上下にⅢ層がある。新燃パ ミスの

上下の層はⅢ層よりも色調が褐色がかってお り、粘性が少 な

V層・赤黒色欺質土 :H」。10R l.7/1
皿層 とほぼ同じであるが、Ⅲ層よりもパ ミスが少な く下部

にいくにしたがって褐色になる。やや粘性が強い。
Vc層・褐色軟質土 :Hue10Y R 4/6

褐色土

SD-29

第33図  SD-29土層断面実測図

Vd層 とⅡd層 との漸移層。主体は二次堆積のアカホヤでス
コリアを含まない。
Vd層・黒褐色軟質土 :Hue10Y R 2/3
Ve層 とほぼ同じであるが、色が薄い。

Ve層・黒褐色軟質土 :Hue10Y R 3/2
V層 よりも色が薄い。V層は層として色、質ともに均―で

あるが、この層は不均―で所々に炭化泣を少量含む。
Vf層・黒褐色軟質土 :Hue10Y R 3/2
Vd層 とほぼ同じであるが、色が薄い。全体的に均―に桜

鳥文明軽石を少量含んでいる。
Vg層・黒褐色歌質土 :H■e10YR 3/3         タ

Vd層 とほぼ同じであるが、色が薄い。全体的に均―に桜
島文明軽石を多く含んでいる。
Ⅵ層・黒褐色軟質土 :Hue10Y R 2/2
たいへん軟らかく、粘性が強い。V層 よりやや軟 らかい。

色調としてはV層 とⅦ層の漸移層である。
Ⅶ層・責褐色軟質土 :Hue10Y R 5/6
たいへん歌らかく、粘性が強い。アカホヤ粒を多 く含むの

で二次堆積のアカホヤの可能性が高い。
Ⅶa層・褐色歌質土 :Hue10Y R 4/4
質的にはⅦ層と変わらないが、やや色が暗い。
Ⅷ層・明黄褐色軟質土 :Hue10Y R 6/6
二次堆積のアカホヤの中に刀ヽ林軽石を含むローム層のブロッ

クカリ、っている。色も周りの層に比べて明るく、スコリアも
全く含まない。
Ⅸ層・黒褐色軟質土 :H■。10Y R 2/3
VJ唇 とよく似ているが、新燃スコリアを全く含まない。全

体的に炭化粒を少量含む。粘性が強い。上の粒子は、Ve層 同
様やや粗い。
Ⅸa層・暗褐色歌質 (粘性)土 :Hue10Y R 3/4
上の粒子は均―で歌らかく粘性が強い。左上部にシラスの

ブロックを少量含む。この層を造る土にはシラスが多 く含ま
れている。
Ⅸb層・暗褐色歌質土 :Hue10Y R 3/3
質的にはⅨa層 とほとんど同一であるが、スコリアを含ま

ず色調がやや明るい。炭化粒を少量含む。
Ⅸc層・暗褐色軟質土 :Huo10Y R 3/4
色・質共にⅨa層 に良く似ているが、アカホヤのプロック

を少量含む。
Ⅸd層・黒褐色歌質土 :Hue10Y R 2/3
質的にはⅨ層と同一であるが、シラスを含まない。

X層・黄褐色軟質土 :Hue10Y R 5/6
シラスの粒を多く含み、粘性が強い。シラスの小さなプロッ

ク (直径 2～ 3 oll)の ものを少量含む。
Xa層・褐色軟質土 :Hue10Y R 4/6
X層 と同一であるが、やや色調が暗い。炭化粒を少量含む。

層・責褐色歌質土 :Hue2.5YR7/8
いわゆるシラス層である。パミスを多く含み、湿っている

と粘性が強い。
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第35図  A区遺物分布図

外面に列点文を有し、胴部に沈線文が施される。器壁は薄く焼成は良好である。口径力朔ヽ

さく最近注目されている壷の可能性も考えられる。 7は斜め施文の精円押型文土器である。

楕円は粗大化しておらず、内面にも横施文が見られる。遺存部は頚部であるが、器型は尖

底を有する可能性が高く、押型文土器土器としては古手に属すると考えられる。 8は、底

部であるが、平底で厚手、わずかに貝殻条痕文が認められる。

第39図 1は Ic類に属する、口唇部が九く丁寧になでられた、胴部におもに斜位に条痕

文を有する土器である。日縁部はゆるやかに外反し、胴部は張りがなく円筒状を呈する。

底部は欠損しているが平底と考えられる。器壁は厚いが、内面は下寧に撫でられておリツ

ルツルとした手触りである。文様は口縁部から頚部にかけては密に施されているが、胴部

は下部にいくにしたがってだんだん疎らになる。 2は 1と 同じにIc類に属する、口唇部

が丸く丁寧になでられ、胴部に横位・斜位に条痕文を有する土器である。器型は口縁部も

ほとんど直立する円筒型で器壁は厚く、焼成は良好である。口唇部から内面にかけてきわ
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第36図  B区遺物分布図

めて丁寧になでられており、ツルツルとした手触りである。口縁部に貝殻による押し引き

文が粗く施されている。胴部上端部分から上にススが付着している。文様は日縁部から頚

部にかけては密に施されているが、胴部は下部にいくにしたがってだんだん疎らになる。

3・ 4と もに2同様口縁部に粗く押し引き文を有し、器面には横位または斜位の条痕文が

施されている。内面は丁寧に撫でられており口唇部も丸く丁寧に仕上げられている。 5～

14は口縁部に貝殻腹縁刺突文を施すものである。いずれも内面は丁寧に撫でられており口

唇部も丸く丁寧に仕上げられている。器面には横位または斜位の条痕文が施されているが、

比較的摩滅が激しい。15は 5～ 14ま での文様が更に退化して口縁部にのみ条痕文を施して

その上に刺突文に近い押し引き文を施すだけで胴部は無文化したものと思われる。しかし
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第37図  C区遺物分布図

口唇部は九く丁寧に仕上げられ、内面も丁寧に撫でられている。16は器面の調整が縦位の

条痕でなされているものである。剥落がひどく器面は口縁部のみしか確認できない。口唇

部は丸く丁寧に仕上げられ、内面も丁寧に撫でられている。17は文様形態や内面の調整方

法としては5～ 14ま でと変わりが無いが、口唇部が平らに仕上げられ、内面との境にはき

ちんと稜線が入っている。また、胎上が赤っぽく土の肌理も細かいので土器全体の中でも
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第38図  D区遺物分布図

変わつた印象を与える。18～20は 16同様器面の調整が縦位の条痕でなされているものであ

る。いずれも内面は丁寧に撫でられており口唇部も丸く丁寧に仕上げられている。19は施

文が薄く明瞭ではい。21は 口縁部に貝殻腹縁刺突文が斜位・横位に施され頚部から胴部に

かけては櫛状工具により斜めに格子模様がほどこされているものである。口縁部イま外反し、

胴部は張りが弱く円筒状を呈する。下部の文様は風化のため不明瞭である。内面は丁寧に

撫でられており口唇部も丸く丁寧に仕上げられている。22～34は 円筒形の器型を呈する条

痕文土器の胴部片である。いずれも厚手で焼成は良好である。34は斜方向の条痕文の上に

条痕文とは反対の傾きの斜方向の沈線を施している。35～36は条痕文土器の底部片である。

厚手で平底を呈する。35は器面の剥落部分が多く調整を確認できる部分はわずかである。
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35・ 36と もに底面と接する胴部下端部に施文はなく、無文のままの状態である。37・ 38・

40は口縁部と口唇部に刻みをもち、胴部にヘラ状工具による横位の条痕文が施されるもの

である。胴部はほとんど膨らみを持たず円筒状で器壁が厚く内面はナデで仕上げられてい

る。38は 口唇部の外面側を削り取つて三角形に成形した後に刻みをいれており、その下に

右斜め方向からの細かい刺突文が施されている。39～ 46はいずれも胴部片で貝殻腹縁刺突

文やヘラ状工具により綾杉文を施文する。39・ 42は綾杉文と綾杉文の間に横方向の貝殻腹

縁刺突文が入る。44の綾杉文は長大化している。46の綾杉文は粗雑化している。47は胴部

片であるが、上部に綾杉文を持ち下部に羽状文を持つものである。どちらもヘラ状工具に

より施文されており文様自体はかなり粗雑化している。48・ 50,52～55は底部片である力＼

器面の調整はナデで行われており文様を施文していない。いずれも平底で内面は丁寧にナ

デられており、底部は充実している。56～ 58は押型文土器の口縁部である。56・ 58は外面

に細かな精円押型文を横方向に施し、内面の口唇部には原体条痕を施し、その下に横方向

の細かな楕円押型文施文されている。器型は頚部から上の部分が緩やかに外反し胴部の張

りもあまり強くなく緩やかに膨らむと考えられる。58に は回縁部下部に穿孔が見られる。

59～ 63は押型文土器の胴部片である。59～ 61は精円押型文、62・ 63は 山形押型文である。

59・ 61は細かな精円押型文が施文されているが、60の精円押型文は粗大化したものである。

64は 山形押型文土器の底部である。胴部器面の下端部まで山形押型文が施文されている。

底部には網代痕が残されている。縄文時代早期の上器としては珍しく県内でも数例を数え

るのみである。65は変形撚糸文土器の胴部片である。撚糸文土器の中でも出土数の少ない

珍しい土器である。この遺跡での出土は 1点のみである。66は胴部片で破片の中央に小さ

な突体を持ちその上下に貝殻刺突文と沈線を施している。小さな突体は胴部に横方向に貼
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Z り付けられたものと縦方向に貼り付けられたものの

2本がある。67は 口縁部で頚部からくの字状に開く

タイプのものである。口唇部に刻みを持ち、口縁部

には3本の沈線文がめぐっている。頚部にも沈線文

がめぐっている。器壁は薄く焼成は良好である。68

も67と 同じタイプの口縁部片である。口唇部に刻み

を持ちその下に沈線文を施す。薄手で焼成は良好で

ある。69は頚部から胴部にかけての破片である。日

縁部がくの字状に外反するもので内面に稜線が見ら

れる。外面には沈線で区切られた中に撚糸文が施さ

れている。その上下は無文である。内面は丁寧なな

でで仕上げられている。70～ 73は沈線文と撚糸文を

持つ土器の胴部片である。71は沈線文で区切られた

中に撚糸文を施しているが、そのほかのものは撚糸

文を施した上から沈線文を施したものと考えられる。

72は 薄手で焼成は良好であるが、器面の風化がひどく肉眼観察では文様がはっきりとは見

られない。74は器面全体に縦位に撚糸文を施すものの胴部片である。一見すると条痕文土

器と見まがうような細かい撚糸文が縦に施されている。風化が激しく内面は剥落している。

75・ 76は撚糸文を器面に施す土器の底部片である。どちらも平底を呈する。75は横方向の

撚糸文、76は撚糸文を格子状に施したものである。75は厚手で風化が激しい。76は 薄手で

風化は激しくないが、文様部分は噛状痕により剥落している。77・ 78は これまでの遺物と

異なり中世の遺物と考えられる。 2点とも土師器片で77は 口縁部、78は底部片である。

第50図 1～ 12は石鏃である。 1～ 5ま ではA地区からの出上である。 1は安山岩製でや

や厚みがある。脚の一部が久損している。 2はチャート製で先端部を丁寧に細かい剥離で

仕上げてある。脚を作り出す換リカⅥ さヽく脚が短い。 3はチャート製で先端部の下の両側

縁に快 りを持つ。加工は細かい剥離でなされており、一部石の質のために剥離がヒンジし

ており汚くなっている部分が見られる。4は買岩の鍬形鏃である。先端部が欠損している。

石鏃全体を細かい剥離によって作っている。石鏃の中央部分にはヒンジした剥離が比較的

多く見られる。 5は安山岩製の石鏃である。先端部と片方の脚を欠損している。この石鏃

は加工のための剥離が大きく、一部の側縁部が鋸歯状になっている。また、両面とも中央

部には擦痕が見られることから中央部を擦っているものと考えられる。 6は黒曜石製の石
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第49図 出土遺物実測図
(中世土器 )
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鏃で比較的大きな剥離で加工されている。脚部を作り出すための快りは小さい。 7は黒曜

石製で薄手の石鏃である。加工は大きな剥離でなされている。脚部を作り出すための換り

はほとんど無く、二等辺三角形状を呈する。先端部はわずかに欠損している。 8は黒曜石

製の木葉形の石鏃である。厚みがあり、脚部を作り出すための狭りは無くむしろ下端部中

央はやや膨らみを持つ。不純物の少ない透明度の高い黒曜石を石材として使用している。

9は小型の黒曜石製の石鏃である。加工は細かくやや厚みがある。脚の長さが左右で異な

る。10は小型の黒曜石製の石鏃である。先端部は久損した後再加工されている。加工は比

較的大きな剥離で作られている。全体の形は脚部の快りが顕者ではなく三角形を呈する。

不純物が少なく透明度の高い黒曜石を石材に用いており、黒色部分と透明部分が縞状になっ

ている。■は細長い黒曜石製の石鏃である。石鏃の表面の加工は左側縁からの細長い剥離

が顕著で右側縁部の加工は小さいFl」離で作られている。全体の長さに対して脚部が短くテ

トラポット状の脚部を呈する。12は黒曜石製の石鏃である。不純物の少ない透明度の高い

石材を用いている。加工は比較的大きな剥離でなされている。脚部の袂りは少なくほぼ二
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等辺三角形状を呈する。13は 白色のケイ質岩を用いたラウンドスクレイパーである。主要

剥離面側にはバルプのところに剥離を施しているだけで、刃部はほとんど背面側からだけ

の加撃によつて作られている。背面側左側縁部近くに小さな節理面を有する。14はスクレ

イパーである。石材は買岩を用いており背面側には自然面を多く残している。分厚い剥片

を素材とし、少ない加撃で刃部を作り出している。15は不純物を多く含み、透明度の低い

質の悪い黒曜石の石核である。全体形は直方体状を呈し、打面は大きな 1回の加撃によつ

て作出し更にその後に剥離を剥取するときに調整を加えている。作業面側の頭部調整は顕

著ではない。作業面と打面の反対側の面には節理面が大きく戎されている。16は砂岩製の

敲石である。小型で細長く敲打痕が上下端部だけではなく側面部にも残されている。17は

砂岩製の磨石である。全体が赤く焼けており、片面に付着物が見られるむ18は尾鈴酸性岩

類の磨石である。この石材は宮崎県の中央部に位置する尾鈴山付近でしか産出されない石

でおそらく小丸川や名貫川の河原や高鍋町付近の海岸で拾われたものと考えられる。この

石材は県内各地の縄文時代早期の遺跡で摺石として出土しており、摺石としては当時ブラ

ンド品的価値を持っていたと考えられる。18は大きく久損しているが、残存部の表皮はな

めらかで全体に黒曜石の粒を多く含む。これはこの石材が火成岩であることを示している。

19は砂岩製の敲石である。使用痕は側面部に残されており、若千擦ったためになめらかに

なった痕跡も片面側に認められることから磨石との兼用もされていたと考えられる。20は

砂岩製の磨石である。偏平で全体的に熱を受けたことにより赤変している。また、片側の

表面にひび割れが多く見られるが、これも熟を受けたためと考えられる。21は砂岩製の石

皿である。ほぼ全体に著しい赤変が見られる。熱を受けたものと考えられる。出土時には

2つ に割れた状態であった。表面はなめらかで擦られた痕と分かる。22は小型の石皿であ

る。ほぼ四角形を呈し、下部が敲打により窪められている。砂岩製である。片面に薄く油

染みのようなシミが見られる。また、全体的に弱い赤変が見られることから集石内に転用

された可能性もある。23は集石遺構内から出土した小型の石皿である。砂岩製である。中

央部が顕著に凹んでいるが使用によるものだけではなく、もともと凹んだものを石皿とし

て使用したものと考えられる。全体的に弱い赤変が見られる。24は大型の石皿である。表

面はなめらかで擦痕が見られる。表面の所々に赤変部分が見られることから、集石遺構の

台石にも用いられたものと考えられる。この石皿は出土時は垂直に立った状態で見つかっ

たことから、小規模な地盤の陥没により立った状態になったものと考えられる。砂岩製で

ある。25は砂岩製の石皿である。右側だけ赤変し久損している。片側表面の研磨痕は明瞭

である。欠損の具合から石皿として使用された後に集石遺構の台石として使用されたと考

えられる。

―-89-―



第 4節 ま と め

前畑第 2遺跡は縄文時代早期を中心とする遺跡である。検出遺構からはその時間差は明

かではないが、出上した土器の型式からはかなりの時間幅のある遺跡であると考えられる。

しかし、それぞれの上器型式の出土層位を明確に分層できなかったので、その前後関係は

明瞭には掴めなかった。これまでの研究成果である岩本式→前平式→下剥峰式・桑ノ九式

→押型文→手向山式→平権式→塞ノ神式という大まかな流れを否定する材料も見あたらな

かった。ただし、ここで問題となるのは、貝殻条痕文を施す土器群がどの型式に伴うのか

であるが、これについては明確な回答は得られなかった。

この遺跡で特徴的な遺物のひとつに押型文土器底部の網代底があげられる。これは平編

みと呼ばれるもので 1本超え 1本潜り1本送りのものである。網代底が縄文早期の上器に

見られるのは非常に珍しく宮崎県においては宮崎学園都市遺跡群の田上遺跡出土のもの、

串聞市留ケ宇土遺跡出土のものに続き3例 日である。

この遺跡では土器量に対して多量の黒曜石が出土した。大半は小さなチップであるが、

3,844点 (う ち314点は乳白色の姫島産黒曜石)にのぼる。姫島産黒曜石の占める割合は8

%である。重量にすると6,372.85g(う ち473.7gは 乳白色の姫鳥産黒曜石)であった。

姫島産黒曜石の占める割合は7%である。また、石鏃も多量に出上しており、未製品を含

めると156点にのぼる。この内黒曜石製のものは148点 (う ち7点は乳白色の姫鳥産黒曜石)

である。姫島産黒曜石の占める割合は4%である。前畑第 2遺跡では、スクレイパーも23

点出上しており、このうち黒曜石製は14点で姫島産黒曜石は含まれていない。黒曜石の占

める割合は60%と外の器種に比べ格段に低い数字となっている。このことが何を意味する

のか、機能による石材選択の問題なのか、不明である。

過去に調査された遺跡で出上したチップの計測を行ったところはないが、えびの市の妙

見遺跡で黒曜石製の定型石器以外のものは13,979点である。

前畑第 2遺跡では、縄文時代早期の遺構として集石遺構が12基、土壊17基検出されてい

るが、それに伴う住居跡が確認されていない。人重地区遺跡群の外の遺跡では住居跡が確

認された遺跡もあるが、縄文時代早期の遺跡での住居跡の確認例は少ない。前畑第 2遺跡

は台地の先端部で外の住居跡が確認されたところよりも低い位置にあること、また石鏃や

黒曜石のチップの出上が顕著であることからもキャンプサイトとしての性格が大きい遺跡

であると考えられる。
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の
員
誠
条
痕
文

乳
白
色
、
灰
色
、
淡
責
色
、
黒
色
の
散
及
び
同
色
の
微

細
粒
、
透
明
、
黒
色
の
光
沢
の
あ
る
微
綱
粒
を
含
む

黄 ッ
決 Ⅳ

責 ７
灰 Ⅳ

良
好

C
鵜
文
土
器

漂
 

件
日
録
～
脇
部

日
唇
部
―
ヨ
ヨ
ナ
ア

日
緑
部
―
ヨ
コ
ナ
デ

日
緑
部
―
斜
方
向
の
貝
搬
条
真
文

隔
 
部
―
横
方
向
の
員
殻
条
喪
文

肌
色
、
白
、
褐
色
等
の
砂
紅
を
多
く合

b
に
よ
い
黄
澄

10
YR
 7
/4
)

黄
褐

鬱
.5
Y5
/3
)

良
好

外
面
に
ス
ス
付
着

D
紋

鍛
漂
 

休
日

禄
部

部 部

唇 緑
斜
方
向
の
貝
殻
奈
貫
文

灰
色
、
淡
黄
と
、
茶
色
、
黒
色
の
社
及
び
同
色
の
微
細

泣
、
透
明
、
黒
色
の
光
沢
の
あ
る
微
程
散
を
含
む

離 ］
難 陶

曲 随
良

好

13
D

緻
撃

深
 

休
日

禄
部

T車
な
ヨ
コ
ナ
デ

績
方
向
の
貝
縦
条
痕
文

熊
色
透
明
の
微
剤
蔵
、
黒
色
の
光
沢
辻
を
含
む

齢 瑚
灰

色
(7
.5
粗

3/
ゆ

良
好

日
唇
部
―
黒
変

■
緻

鍔
漂
 

件
日

録
部

ナ
ア

斜
方
向
の
貝
殻
刺
央
文
、
奈
殿
奈

盛
文

白
色
、
渡
黄
色
、
灰
色
、
黒
色
の
社
及
び
同
色
の
微
綱

泣
、
透
明
、
黒
色
の
光
沢
の
あ
る
微
細
粒
を
含
む

黄 脇
浅 Ⅳ

澄 γ
厳 阻

i好

8
15

縄
文
土
器

漂
 

鉢
日

縁
部

日
唇
部
―
ヨ
ヨ
ナ
デ

日
縁
部
―
ナ
デ

績
方
向
の
貝
殻
奈
痕
の
後
、
績
方

向
の
選
撹
貝
殻
腹
緑
刺
央
文

4E
色
透
明
に
光
る
微
細
荘
、
黒
色
で
光
沢
の
あ
る
蔵
、

灰
色
、
褐
色
の
粒
を
含
む

醜 ］
齢 叫

良
好

縄
文
土
器

深
 

倅
H緑

部
斜
方
向
の
貝
餃
条
喪
文

灰
色
、
自
色
、
淡
黄
色
、
黒
色
の
荘
及
び
同
色
の
微
細

柱
、
透
明
黒
色
の
光
沢
の
あ
る
微
綱
注
を
含
む

浅
女

0.
5Y
3/
4)

浅
賞
橙

(1
0Y
R 
3/
0

に
ふ

い
買

獲

10
YR
 7
/3
)

灰
費
褐

(1
0Y
R 
6/
D

良
抒

内
面
―
部
黒
変

?

縄
文
土
器

漂
 

休
日

緑
部

丁
事
な
ヨ
ヨ
ナ
デ

斜
方
向
の
貝
殻
条
長
文

甚
競
員
微
顔
漂
刺
突
文

無
色
透
明
に
光
る
概
痢
世
、
淡
黄
、
黒
色
の
光
沢
あ
る

粒
を
含

tj

に
よ
い
賣
程

仕
OT
R 
7/
81

種
(7
.5
YF
 T
ノ
/0

良
軒

縄
文
土
器

漂
 

井
日

縁
部

ヨ
コ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

タ
テ
方
向
に
貝
蔵
条
真
文

白
、
茶
色
、
黒
色
透
明
で
光
る
黒
く
て
光
る
細
砂
拉
を

含
む

黄 И
淡 ５Ｙ

識 叫
良

好

C
緻

端
漂
 

件
日

緑
部

ナ
,の

後
、
タ
テ
方
向
に
軽
く貝

微
奈
長
文

白
、
秦
、
灰
色
、
年
色
透
明
で
光
る
黒
く
て
光
る
組
ゆ

粒
を
含
む

浜
賞

0,
5Y
8/
41

黄 ν
淡 評

良
好

21
C

緻
端

漂
 

井
日

操
部

日
辱
部
―
丁
軍
な
ヘ
ラ
ナ
デ

日
縁
部
―
粗
い
ナ
デ

タ
テ
方
向
の
貝
鞍
条
喪
文

白
、
褐
、
黒
の
ゆ
柱
を
歩
く 合

む
透
明
に
光
る
社
を
含
む

７ 　 Ｄ

６Ｙ ァ
ジ

脚 鵬
付

黄 ν
淡 Ⅳ

良
好

外
面
に
ス
ス
付
着

D
縄
文
土
器

漂
 

倅
日
縁
～
昂
部

ヨ
ヨ
ナ
ア

祭脇

'1
か

と 臨
どr

オ
覆昇

8格
竃 星

刺
突
文

透
明
、
黒
色
の
光
訳
蔵
と
乳
自
色
、
褐
色
、
淡
黄
也
、

灰
色
の
ゆ
泣
を
含
む

橙 ν
餓 阻

爾 ］ ］
良

好
外
面
に
部
分
的
に
少
長
の

ス
ス
付
着

C
縄
文
土
器

深
 

鉢
覇
  

部
損
方
向
の
員
搬
条
衷
文

績
方
向
の
貝
微
痰
爆
副
央
文

キ
色
透
明
で
光
沢
の
あ
る
砂
散
を
歩
量
に
含
む

浅
黄
橙

10
YR
 3
/0

黄
橙

(4
0Y
R 
8/
6)

浅
黄
澄

10
YR
 8
/3
)

良
毎

外
面
に
ス
ス
付
着

?

D
緻

錯
漂
 

弊
覇
  

部
演
方
向
の
貝
級
条
痕
文

白
、
褐
等
の
ゆ
粒
を
合
し

賞 ν
淡 Ⅳ

黄 ７

浅 ５
Ｙ

良
好

D
縄
文
土
器

派
 

休
胴
  

部
ナ
デ

演
法
こ
の
貝
彼
奈
真
文

灰
と
、
淡
黄
也
、
白
色
、
黒
色
の
粒
及
び
風
色
の
微
細

社
、
透
明
、
黒
色
の
光
沢
の
あ
る
徴
瓢
蔵
を
含
む

に
ぶ
い
黄
燈

10
YR
 T
/3
)

麟 叫
良

好

B
紋

端
漂
 

鉢
胴
  

部
ナ
デ

損
方
向
の
員
激
条
痕
文

透
明
、
黒
色
の
光
沢
あ
る
紅
と
白
色
、
灰
色
、
乳
白
色
、

淡
黄
色
、
黒
色
、
褐
色
の
砂
粒
を
含
む

に
よ
い
黄
澄

10
YR
 6
/4
1

瑣 ヴ
ぉ ５
Ｙ

良
好

内
外
面
と
も
一
部
黒
変

26
緻

端
漂
 

体
隔
  

部
斜

(ヽ
)方

向
の
員
殻
奈
喪
文

淡
黄
、
灰
色
、
灰
褐
色
の
砂
荘
を
含
む

黒
く
て
光
沢
の
あ
る
け
粒
、

IL
色
透
明
で
光
沢
の
あ
る

お
対
,奇

fr

黄 ν

淡 ５
Ｙ

浅
黄
橙

住
OY
R 
3/
n

真
好

27
C

緻
鐸

浜
  

休
胴
  

部
丁
寧
な
ナ
デ

斜
(ヽ

)方
向
の
貝
搬
条
喪
文

決
貫
、
狭
色
、
決
脅
色
の
ひ
屈
を
官
ひ

黒
く
て
光
沢
の
あ
る
砂
粒
、
無
色
透
明
で
光
沢
の
あ
る

お
村

II
全

す
|

浅
女
燈

10
YR
 3
/4
)

茂
翼
E

(1
0Y
R 
3/
3)

帽
灰

 (
10
Y■

 5
/1
)

良
好

緻
端

漂
 

井
B 
 

部
斜

(ヽ
)方

向
の
員
般
条
喪
文

白
、
褐
等
の
ゆ
柱
を
含
↓

白 ν
庚 阻

難 И
曲 阻

良
好

外
面
に
薄
く
ス
ス
付
着



― 潔 ―

口
  

面
を
 
号

地
区
名

器
監

器
形

器
部

茎
文

様

治
と

色

焼
成

輔

勘
外
  

面
外
 

器
 

面
内
 

器
 

面
外
 

器
 

面
内
 

器
 

面

4
C

縄
文
土
器

深
 

鉢
覇
  
 

部
T軍

な
ナ
デ

斜
(ヽ

)方
由
の
員
技
条
長
文

黎
色
透
明
の
光
沢
の
あ
る
砂
柱
を
含

tr
澄 И

厳 阻
に
ぶ
い
黄
横

(1
0Y
R 
T/
働

良
好

内
面
に
部
分

ll
指
挿
入

31
縄
文
土
器

深
 

鉢
昂
  

部
r寧

な
ナ
デ

紺
(ヽ

)万
同
の
貝
般
条
長
文
の

と
に
針

(′
)方

向
の
連
続
貝
設

鷹
観

m1
4・

ヤ
自
、
褐
、
黒
等
の
砂
池
を
多
く
含
↓

黄 И
浅 Ⅳ

難 蜘
曲 隠

貞
好

31
緻

端
深
 

井
嗣
  

部
丁
寧
な
す
デ

丁
寧
な
ナ
デ

斜
(ヽ

)方
向
の
員
殻
条
盛
文

淡
黄
也
、
透
明
で
光
沢
の
あ
る
砂
拉
を
含
む

黄 ν
淡 Ⅳ

７ ７
Ⅳ ５
Ｙ

黄 灰

桟 黄
良

好
内
面
黒
残

32
C

紋
端

漂
 

算
嗣
  

部
一
部
丁
事
な
ナ
デ

斜
(ヽ

)方
向
の
貝
殻
条
良
文

淡
黄
、
灰
自
、
自
色
の
砂
粒
を
含
む

黎
色
透
明
で
光
沢
の
あ
る
組
ゆ
戎
を
含
む

浅
黄
覆

10
YR
 3
/0

織 叫
良

好
外
面
に
部
分
的
指
紋

鵠
C

縄
文
土
器

漂
 

鉢
胴
  

部
ヨ
ヨ
ナ
デ

斜
(ヽ

)方
向
の
貝
微
条
翼
文

浅
黄
、
熊
色
透
明
の
光
沢
の
あ
る
砂
荘
を
歩
量
に
含
む

賞 ν

淡 ５
Ｙ

墳 ν
＄ 評

良
好

34
C

紋
端

漂
  

鉢
婦
  

部
ナ
デ

ヘ
ラ
状
工
兵
に
よ
る
斜

(ゝ
)方

向
の
条
真
の
と
を
斜

(′
)方

向
の
‖
讚
″
権

L子
の

Lを
窓
弁
缶

灰
白
色
、
悛
費
色
、
黒
色
の
柱

透
明
な
光
沢
の
あ
る
柱
を
含
t

に
お
い
責
糧

(1
0Y
R 
T/
ゆ

Bげ
`i
nv
P 
A/
1ヽ

に
ぶ
い
壽
E

(1
0Y
R 
7/
3)

8正
ri
nV
II
 A
/1
】

良
好

底
帥

6.
‰

35
C

縄
文
土
署

漂
 

鉢
底
  

部
T掌

な
ナ
デ

斜
(ヽ

)方
向
の
貝
殻
条
痕
文

黒
く
て
光
沢
の
あ
る
砂
注
、

IL
也
透
明
、
赤
構
、
淡
賞

也
、
褐
色
の
注
を
含
む

淡
黄

91
6Y
8/
働

賞 ７

浅 ６
Ｙ

良
好

推
幻
盛
径
約

6団

残
存
率
約

1/
2～

1/
3

36
C

縄
文
■
器

渾
 

弊
胴
～

底
部

底
部
―
ナ
ア

ナ
デ

針
(ヽ

)方
向
の
貝
殻
条
痕
文

灰
白
、
を
、
褐
色
、
幕
色
透
明
で
光
沢
の
あ
る
砂
拉
を

含
む

璃 頻
貫 灰

ν ７

黄 灰

灰 黄
良

好

も 臨 ‰

ツ 比 丘

淘 径 径

碑 内 外

月 径

縁 定

Ｈ 推

6
縄
文
■
器

深
 

井
日
緑
～
用
部

日
緑
部
―
ヨ
ヨ
ナ
デ

胴
 
部
―
タ
テ
方
向
の
す
デ

日
縁
部
―
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
こ

段
建
転
獅
工
文

日
 

―ヽ
静
す

IH
Hの

目
筆
盗
語
士

自
、
自
灰
、
う
す
茶
、
こ
げ
茶
、
キ
色
透
明
で
光
沢
の

あ
る
黒
く
て
光
沢
の
あ
る
剤
砂
旗
を
合
む

竜 И
酪 Ｙ
Ｒ

に
ぶ
い
貢
程

10
Ⅶ

 T
/ゆ

搭
hv
, 
A/
AⅢ

良
好

38
C

縄
文
土
器

浜
 

鉢
日

緑
部

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
フ
エ
■
員

に
よ
る
連
湧
刈

み
H

貝
数
腹
録
達
撹
珂
突
文

4■
IB
Hの

日
譲
盗
歯
寸

キ
色
透
明
で
区
宅
の
あ
る
ゆ
拉

黒
色
で
光
沢
の
あ
る
粒
を
合
む

黄 ν

淡 ５
Ｙ

褐 ７

黒 ５
Ｙ

良
好

39
紋

端
深
 

鉢
日

緑
郡

ナ
デ

劇
央
文

稜
杉
状
沈
僚
文

白
、
灰
、
鵜
色
等
の
ゆ
逆
を
多
く
含
む

に
よ
い
赤
褐

(5
YR
 4
/3
)

明
赤
褐

(5
YR
 5
/6
)

に
よ
い
赤
構

(5
YR
 4
/3
)

良
好

前
平
貴

紋
端

漂
 

鉢
日

録
部

ナ
デ

タ
テ
万
円
の

2粂
に
よ
る
趣
覇
刑
矢
文

ヨ
コ
方
向
の
員
数
条
痕
文

nE
部

-0
ム

い
剖
五

黒
色
で
光
沢
の
あ
る
微
剤
越
、

IL
色
透
明
で
光
沢
の
あ

る
微
細
池
、
灰
自
也
の
泣
を
含
む

糧 ７
蔀 Ｙ
Ｒ

に
ぶ
い
黄
橙

住
阿
R7
/0

良
好

B
緻

端
深
 

鉢
底
部

付
近

す
デ

凹
工
具
に
よ
る
副
突
か
貝
数
腹
縁

直
線
則
突
文

淡
黄
也
の
砂
泣
を
多
く
含
み
、
無
也
透
明
と
褐
灰
、
灰

白
色
の
砂
世
を
含
む

追 ７
酪 ＹＲ

難 開
曲 阻

庄
好

刺
突
部
に
ス
ス
付
着
夜
あ

り

縄
文
土
器

漂
  

鉢
隔
  

部
ヘ
ラ
ミ
ア
キ

刺
突
文

独
杉
快
沈
激
文

白
、
肌
、
灰
色
等
の
砂
粒
を
多
く 合

み
、
全
色
に
光
る

社
を
含
む

明
褐

(7
.5
YR
 5
/0

に
お
い
褐

守
5Y
5/
ゆ

良
好

鵜
文
土
器

渫
 

勢
用
  
 

部
羽
IR
I

白
、
灰
、
淡
賞
、
茶
色
の
注
及
び
同
色
の
微
組
泣
、
送

明
黒
色
の
光
沢
の
あ
る
微
細
泣
を
含
む

掲
 (
7.
5Y
R 
9/
3)

黒
得

(7
.5
YR
 3
/ゆ

褐 ν

灰 ６
Ｙ

良
好

■
C

縄
文
土
器

漂
 

勢
用
  

部
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
沈
線
の
羽
状

文
無
色
透
明
の
光
沢
の
あ
る
微
細
瘤

乳
白
色
の
砂
粒
を
含
む

追 ヅ
酪 剛

灰
褐

(5
YR
 5
/2
)

良
好

緻
醤

漂
  

弊
隔
  

部
ヨ
コ
方
向
の
員
微
腹
爆
越
親
副
突

文

返
明
、
笠
彗

71
九

沢
Vl
め

る
け
卍

を
釈
買
色

、
E色

、

灰
白
、
灰
色
の
砂
柱
を
含
む

題
名
nお

村
歩

/1
N与

全
f・

糧 ν
略 阻

に
ぶ
い
黄
鵜

10
YR
 5
/0

良
好

内
面
に
五
部
厚
く
文
化
物

付
着



5
D

緻
鍛

漂
 

鉢
昂
  

部
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
方
向
の
政
杉
文
糠

白
色
の
砂
拉
を
多
く
含
も

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
 T
/2
)

に
よ
い
賞
澄

10
YR
 6
/ゆ

良
好

6
47

D
紋

鐸
漂
 

鉢
胴
  

部
ナ
デ

ヘ
ラ
状
工
兵
に
よ
る
タ
テ
と
ヨ
コ

方
向
の
炭
杉
文
様

白
色
の
砂
蔵
を
多
く
合
む

に
ぶ
い
黄
糧

(4
0Y
R 
7/
4)

に
よ
い
喜
横

(1
0Y
R 
T/
ゆ

貞
好

48
D

鵜
文
土
器

漂
 

件
底
  

部
剛
欧

味
で
あ
る
が
―
部

ミ
ア
キ

T寧
な
ナ
デ

黒
、
自
の
砂
注
を
多
く 含

tr
に
ぷ
い
黄
橙

仕
OY
■

7/
n

購 囀
良

好

D
紋

鮮
漂
 

休
呂
  

部
ナ
デ

器
(r
)方

向
の
貝
殻
条
貫
文
の

と
を
斜

(ヽ
)方

向
の
連
続
刺
突

t
透
明
、
金
色
の
光
沢
の
あ
る
ゆ
檀
と
、
乳
白
、
淡
黄
、

自
色
の
砂
社
を
多
量
に
含
と

に
BI
い
賞
橙

(1
0Y
R 
S/
41

黄 ７
浅 評

良
好

51
1

B
紋

据
漂
 

休
底
  

部
ヨ
ヨ
ナ
デ

白
色
透
明
の
光
沢
あ
る
徴
細
粒
を
合
む

責 聰
浜 評

黄 ７

浅 ５
Ｙ

良
好

鰯
携
駆
酌

6.
‰

D
鵜
文
土
器

漂
 

鉢
胴
  

部
ヨ
ヨ
ナ
デ

ク
シ
状
工
具
に
よ
る
複
合
鶴
歯
文

白
色
の
ゆ
辻
を
多
く含

む
黄 И

浅 Ⅳ
賞 ７

浅 評
R好

外
面
に
算
孔
あ
り

D
縄
文
土
器

渫
 

鉢
底
  

部
T寧

な
ナ
デ

丁
睾
な
す
デ

透
明
の
光
沢
あ
る
位
と
淡
黄
色
の
社
を
含
む

黄 ν

淡 Ⅳ

黄 ７
浅 Ⅳ

良
好

推
定
直
径
拘
7m

輿
個
的

1/
5

63
C

鰯
漂
 

鉢
底
  

部
淡
黄
、
茶
、
灰
色
の
ゆ
蔵
を
含
む

齢 囀
浅
黄
橙

(t
OY
R 
3/
3)

灰
黄
褐

(4
0Y
R 
6/
2)

A好
権
定
底
径
約
6,
9m

54
D

緻
錦

漂
 

休
底
  

部
T写

な
ナ
デ

自
、
半
透
明
、
褐
、
黒
、
キ
也
透
明
で
光
沢
の
あ
る
砂

柱
を
多
く含

む

浅
黄
橙

(4
0Y
R 
8/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

住
OY
R 
3/
ゆ

に
ぶ
い
黄
捜

10
YR
 T
/3
6/
ゆ

虞
好

航 銃

径 躙 徽底

C
緻

端
深
 

休
底
  

部
丁
事
な
す
ア

灰
、
淡
責
、
黒
の
荘
及
び
同
色
の
微
細
拉

透
明
無
色
の
光
沢
あ
る
蔵
及
び
同
色
の
微
細
泣
を
含
む

黄
(2
.5
Y8
/6
)

麟
9,
5Y
8/
0

黄 聰
淡 評

真
好

推
定
底
径
約
10
.5
Sa

舞
存
率
的

4/
6強

7
D

緻
齢

深
 

体
日
緑
～
隔
部

日
 
部
―
ナ
デ

構
円
押
量
文

構
円
押
理
文

日
唇
部
―
タ
テ
方
向
の
疑

沈
譲

白
、
こ
げ
茶
、
灰
、
IL
t透

明
で
光
沢
の
あ
る
黒
く
て

光
沢
の
あ
る
組
砂
泣
を
含
む

に
よ
い
黄
橙

10
YR
 T
/4
1

鑢 開
曲 阻

H好

D
紋

端
漂
 

休
日

禄
部

ナ
ア

日
唇
部
―
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

構
円
絆
登
文

淡
黄
、
自
、
灰
、
茶
、
無
色
透
明
で
光
沢
の
あ
る
黒
く

て
光
沢
の
あ
る
細
砂
泣
を
含
↓

墳 げ
騨 江

黄 И
淡 Ｖ

良
好

58
C

用
文
土
器

漂
 

鉢
日

緑
部

サ デ

,デ ヨ
ヨ
ナ
デ

斜
(ゝ

)方
向
の
ナ
,

補
円
押
置
文

稀
円
押
登
文

日
唇
部
―
タ
テ
方
向
の
俎

‖
慎

日
、
灰
、
不
、
器
色
透
明
で
光
沢
の
あ
る
黒

く
て
光
沢

の
あ
る
潤
砂
成
を
合
む

白
■
の
お
れ
が

1か
所
み
ら
れ
る

瀧 囀
淡

黄
0.
5Y
8/
ゆ

真
好

両
面
穿
子し
あ
り

69
紋

■
4

漂
 

鉢
覇
  

部
斜

(ヽ
)方

向
の
す
デ

格
円
押
漫
文

黒
く
で
光
沢
の
あ
る
砂
粒
、
黒
色
透
明
の
光
沢
の
あ
る

社
を
合
む

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
R 
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
R 
T/
ゆ

農
好

働
指
文
土
器

漂
 

井
属
  

部
丁
事
な
ナ
デ

構
円
押
量
文

乳
自
、
灰
、
渡
黄
、
茶
、
黒
也
の
疵
及
び
同
色
り
微
細

辻
、
透
明
黒
色
の
光
沢
あ
る
組
蓮
を
含
む

に
よ
い
再
E

(4
0Y
■

 7
/3
)

造
11
5Y
R 
7/
6)

澄 ７
曲 阻

良
好

61
紋

端
深
 

体
嗣
  

部
ナ
デ

お
円
押
盪
文

灰
、
淡
黄
、
黒
色
の
泣
及
び
同
色
の
微
舶
粒
、
透
明
黒

色
の
光
沢
あ
る
微
細
撹
を
含
む

橙
(T
,6
YR
 T
/6
)

黄
糧

(4
0Y
R 
3/
0

浅
黄
橙

住
OY
R 
3/
0

良
好

縄
文
土
器

漂
 

休
隔
  

部
ヘ
ラ
ミ
″
キ

椰
漫
文

淡
黄
、
白
色
の
ゆ
疵
を
多
く 含

む
黄 И

浅 肘
黄 ７

桟 ”
貞

好

63
D

緻
靖

深
 

鉢
隔
  

部
山
翌
押
4文

淡
賞
、
灰
、
茶
色
の
散
、
透
明
黒
色
の
と
状
光
沢
泣
及

び
同
色
の
徴
細
注
を
含
む

に
ぶ
い
責
覆

(4
0Y
R 
7/
4)

普
静

(1
0v
■

8/
6Ⅲ

浅
誨
橙

10
YR
 8
/3
)

良
好

8
D

紋
器

漂
 

鉢
底
  

部
損
た
山
盪
押
登
文

灰
、
自
、
褐
灰
、
黒
、
無
色
透
明
の
砂
注
を
含
む

橙
(7
.5
YR
 7
ノ

/6
)

に
ふ

い
頁

ほ

10
YR
 7
/働

'貫
ぃ
と
イT
ヽ
vp
 ?
/4
Ⅲ

良
好

脳

臓 約

代 径

綱 底



図 を

地
区
名

器
電

器
形

器
部

獨
茎

様

治

再

焼
成

韓
考

勘
外
  

面
面

外
 
善
 
面

内
 
器
 
面

外
 

器
 

面
内
 

器
 

面

8
C

捕
文
土
器

深
 

休
胴
  

部
変
形
撚
紋

白
、
灰
、
褐
灰
、
黒
、
無
色
透
明
の
砂
泣
を
含
む

褐 ν
嗽 阻

褐 γ
嗽 阻

良
好

外
面
全
体
的
に
ス
ス
付
着

C
紋

器
漂
 

件
嗣
  

部
ナ
デ

タ
テ
方
向
の
則
央
文

タ
テ
方
向
の
沈
報
文
突
布

白
、
灰
、
褐
也
等
の
砂
粒
、
細
か
に
ア
ラ
ス
質
に
光
る

柱
を
多
く
含
み
、
茶
色
の
ゆ
注
を
含

tr

追 ツ
騨 脇

燈
(5
YR
 6
/0

良
好

C
敵

齢
漂
 

鉢
日

縁
部

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
方
向
の
洸
燎
文

斜
(ヽ

)方
向
の
押
底
刻
み

僑翻
鎌
ぁ棚

攣
の 微
細 荘
、送

橙 ゾ
黄 阻

爾 ］ 中
良

好
基
ノ
神

外
面
わ
ず
か
に
ス
ス
付
着

68
C

縄
文
土
器

漂
 

鉢
日

緑
部

ヨ
ヨ
方
向
の
沈
隷
文

斜
(ヽ

)方
向
の
押
底
刻
み

淡
賞
、
茶
、
灰
色
、
無
色
透
明
で
流
黒
く
て
光
沢
の
あ

る
細
ゆ
紅
を
含
む

橙
T,
SY
Rイ

/0
廟 叫

良
好

塞
ノ
神

?

D
緻

鍛
深
 

鉢
日

縁
部

ナ
デ

ナ
ア

噸 映
斜 斜

茶
、
黒
色
等
の
砂
柱
を
含
む

橙 ッ
酪 脇

に
お
い
黄
種

10
YR
 7
/4
)

良
好

塞
ノ
神

?

触
鍛

濠
 

鉢
用
  

部
ヨ
ヨ
ナ
デ

燃
紋
の
上
に
浅
い
沈
黒
文

透
明
黒
色
の
光
沢
逆
と
灰
、
掃
、
褐
、
灰
色
、
決
貢
色

の
ゆ
粒
を
含
む

調
白
■
の
at
BI
テ

/」
N彗

合
rf

黄 ν
淡 評

黄 ７
浅 Ⅳ

良
好

71
紋

器
深
 

休
胴
  

部
ヨ
ヨ
ナ
デ

黄 サ
損と
貿l
鰯

到み
決
女
、
界
、
灰
色
の
砂
泣
を
含
む

責 ν
浅 阻

黄 ν
浅 ｍ

良
好

紋
鍛

漂
 

休
胴
  

部
ヨ
ヨ
ナ
デ

部
分
的
に
指
挿
入
の
跡

?

タ
テ
方
向
の
機
枚
の
上
を
タ
テ
と

ヨ
コ
方
向
の
沈
様
文

透
明
、
黒
色
の
光
沢
あ
る
粒
と
淡
黄
、
褐
色
の
砂
荘
を

含
む

橙 ν
厳 阻

浅
黄
覆

は
OY
R 
3/
り

に
ム
い
橙

(7
も
VR
 7
/4
〕

良
好

外
面
全
体
的
に
ス
ス
付
着

C
紋

齢
漂
 

鉢
胴
  

部
),

斜
(ヽ

)方
向
の
す
デ

タ
テ
方
向
の
務
枚
文
の
上
を
ヨ
コ

方
向
の
沈
練
文

灰
、
茶
色
の
ψ
粒
を
含
む

貨 ν
淡 留

黄 ν
淡 Ⅳ

農
好

9
D

緻
繋

漂
 

鉢
胴
  

部
齢

(ヽ
)方

向
の
貝
殻
奈
長
文

灰
、
渡
黄
、
黒
色
の
柱
及
び
同
色
の
微
組
戒
、
透
明
黒

色
の
光
沢
あ
る
段
細
拉
を
含
む

黄 ７
浅 評

黄 ７
灰 評

外
画
一
部
ス
ス
付
着

?

75
D

緻
端

漂
 

休
底
  

部
ナ
デ

ヨ
コ
方
向
の
員
数
奈
戻
文

黎
色
透
明
に
光
る
砂
粒
を
少
長
に
含
む

橙 ７
酪 剛

褐

ν

黒 ４
i好

内
面
黒
斑
あ
り

底
径
不
明

壌
海
球
蜘

1/
8

76
B

紋
鐸

漂
 

休
臓
  

部
一
部
碑

登
文

灰
色
、
淡
首
色
、
燕
色
透
明
の
機
蔵
子
、
荘
状
の
砂
歳

を
含
む

種
(5
YR
 T
/6
)

に
ぶ
い
程

(7
.5
YR
 T
/3
)

真
好

権
完
底
径
約
1‰

77
D

土
師
器

高
 

イ
イ
  

部
日
唇
部
―
ナ
デ

日
緑
部
―
ミ
オ
キ

黒
、
茶
等
の
細
砂
散
を
含
む

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
■

7/
ゆ

に
よ
い
Hl
a

(1
0Y
R 
7/
0

良
好

78
土
師
器

底
  

部
ナ
デ

底
部
―
板
目

ナ
デ

砂
粒
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い

に
ぷ
い
橙

t.
5Y
■

6/
0

橙 ７
曲 ５Ｙ
Ｒ

良
好



前畑第 2遺跡 石器計測表

番 号 器  種 石  材 最大長lcml 最大幅lc■l 最大厚lcn 重 さ(g)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

打 製 石 鏃

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

″

スクレイアヾ―

ク

石

敲

磨

核

石

石

″

敲

磨

石

石

石

皿

ク

ク

ク

ク

安  山 岩

チ ャ ー ト

ク

頁 岩

石 材 不 明

黒  曜  石

ク

″

ク

ク

ク

″

ケ イ 質 岩

買 岩

黒  曜  岩

砂 岩

ク

尾鈴酸性岩類

砂 岩

ク

ク

ク

ク

ク

ク

2.1

1.97

2.05

3.05-卜 α

3.47#… α

l.9

2.0

1。 95

1。 45

1.0+α

2.15

1.95

4.7

7.3

4.25

8,0

10。 85

9。 1+α

12.85

8.55+α

25.1

22.3

18.6

53.1

29。 5

1。 55

1.5

1.55

1.85

1.65+α

l.45

1.3

1.85

1.1

1,05

1.25

1.4

5。 1

5.45

5。 1

4.05

7.1

5.9+α

6.6

5.6

21.2

17.8

15。 1

50,7

21.35

0.42

0.32

0.31

0.489

0.361

0.295

0。 3

0.57

0。 265

0.217

0。 255

0。 353

1.65

2.2

5.75

3.4

5。 1

5.25

5.05

2.62

8.05

4.5

5。 42

■.8

5。 3

0。 7

0.75

0,7

2.0

2.1

0。 5

0.5

1.87

0.2

0.15

0。 37

0。 6

27。 7

86.7

118

156.5

486

378

554

168

4500

2735

1610

3200

4500
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前畑第 2遺跡全景

軽

一・一一

B区 全景

―-99-―



―

―

嘲
林 ■■

―…100-



-101-



SI-02

SI-03

SI-04

―-102-―



SI-05

sI-06

sI-07



SI-08

SI-09

―-104-―

SI-10



SI-11

SI-1 2

―-105-―

SC-16





SC-19

SC-15

一-107-―

SC-21



SC-22

SC-23

SC-20



SC-26

SC-24

SC-27



SC-28

SC-29

韓
!

鴬 上

―-110-一

Ⅲダ



SD-21

SD-30・ 31

― ■1-

SD-31



出土還物 (縄支土器 )

一-112-





出土遺物 (縄文土器 )

一-114-―



ヨ

‐

出土遺物 (縄文土器 )

-115-



出土遺物 (縄文土器 )



出土遺物 (縄文土器 )

― ■7-



出土遺物 (縄文土器 )

― ■8-


